
   ＜個人情報とは？＞ 
   個人を識別できる情報のことをいいます。診療録はもちろんのこと、患者様の氏名 
    を羅列させただけの表などであっても、個人情報に該当します。 

＜万が一、個人情報の漏えい・記録媒体の紛失等を起こしてしまったら＞ 
  ➢ 直ちに職場長と事務部○○まで報告してください。 
    ※ 不安から報告を遅らせることは事態の悪化を招くだけです。 

  ＜フェイスブック、Ｔｗｉｔｔｅｒ等SNSの書き込みにも注意が必要です＞ 
    ➢  患者様個人が特定できてしまう情報はもちろん、その他の業務上の情報を書き 
    込んではいけません。 

    ＜インターネットを介した情報流出を防ぐために＞ 
      ➢ 不審メールは開いてはいけません。不審メールを受信した場合は、○○へ報告 
        してください（万が一開いてしまったら、直ちに報告）。 
    ➢ 個人情報のファイルを操作するときは、端末からＬＡＮケーブルを抜くなど、 
    インターネットとの接続を遮断しなければなりません。 

個人情報の管理について（注意喚起） 

 国立病院機構が保有する個人情報については、漏えい等の事故が起
きてしまうと、患者様や連携医療機関などへの実害や、国立病院機構の
社会的信用を著しく低下させることにつながります。  

  
 
 
 

 
 ※ 平成２８年１月より、個人情報保護の指針が改正された影響 
  で、個人情報管理のルールが厳格化。 
   以下の行為は、原則として禁止です。  

 ● ＵＳＢメモリ等外部電磁的記録媒体の使用（※） 
 
 ● 個人情報の病院外部への送信・送付（メール、ＦＡＸ、 
   郵送等）、持ち出し 
 
 
 

 

事前に申請書による許可が必要 

※ 業務上外部電磁的記録媒体で個人情報を保有せざるを得ない場合は、原則 
 として病院がセキュリティ対策を施されたＵＳＢメモリ等を貸与します。 
 ○○までご相談ください。 
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